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5 回椅子立ち座りテストの改良とその信頼性の検証  
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抄 録  
下肢筋力評価として、立ち上がり動作による評価の有用性が報告されているが、虚弱・要介護高齢者
を広く対象とする場合には評価方法を修正する必要がある。本研究では、立ち座り動作による評価方法
を 5 回椅子立ち座りテスト(SS-5)に修正し、虚弱・要介護高齢者を対象に SS-5 の信頼性および運動機
能、生活機能との関連性の検証を目的とした。通所介護施設を利用していた要介護認定者 47 名(男性
9 名、女性 38 名、平均年齢 82.7 歳)を対象に運動機能および老研式活動能力指標を測定した。その




あり、下肢筋力や ADL 能力と関連する有用な指標であると考えられた。 
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が報告されている(Topp et al.,1993; Chandler et 
al.,1998; 新井ら,2006)。 
特 に下 肢 筋力 の低 下は歩 行 速 度 やバランス





い て は 、 筋 力 だ け で は な く 、 Functional Reach 
Test(FR)(Duncan et al.,1990)や片脚立位時間な








特別な機 器 や場所を必 要としないことが望まれ
る。 
下肢筋力の評価のひとつとして、立ち上がり動
作 を 用 い た 方 法 の 有 用 性 が 報 告 さ れ て い る




用いた 30 秒椅子立ち上がりテスト(CS-30)(Jones 























Ⅱ．方  法  
1．対象者  
通所介護施設を利用している 55 歳から 95 歳
までの要介護認定者 58 名のうち、両手を膝上に
置いた姿勢から手すりなどを使わずに連続した 5
回の立ち座り動作が完遂できた 47 名(男性 9 名、


















 膝 伸 展 筋 力 は、ハンドヘルドダイナモメー タ
（OG 技研社製 GT-300）を用いて、膝関節屈曲
90 度の椅子座位での等尺性収縮による最大膝
伸 展 筋 力 を測 定 した。利 き足 の下 腿 下 部 前 面
(外果より 5cm 上付近)にベルトがあたるように取り
付けられたベルトの長さを調整し、椅子後方の脚





































た。SS-5 の 2 回繰り返し測定による再検査信頼




















図１． ５回立ち座りテスト測定風景  
 
Ⅲ．結  果  
 全対象者の基本属性と測定結果を表 1 に示す。
要介護度の内訳は、要支援 13 名(要支援 1 およ
び 2、経過的要介護含む)、要介護 1 が 18 名、
要介護 2 が 12 名、要介護 3 が 4 名であった。 
 
1．SS-5 の再検査信頼性  
 2 回の繰り返し測定による再検査信頼性を検討
するために算出した ICC は、0.92(95％信頼区
間 ：0.87 －  0.96)であり、高 い信 頼 性 が得 られ
た。 
 
2．SS-5 とその他の評価項目との相関関係  
 SS-5 と年齢、握力、FR、5m 歩行時間(通常速
度、最大速度)、TUG、片脚立位時間、膝伸展筋
力、老研式活動能力指標との相関関係の結果を
表 2 に示す。SS-5 と各測定値の相関関係は、
SS-5 と 5m 歩行時間(通常速度)で r = 0.47(p < 
0.01)、5m 歩行時間(最大速度)で r = 0.46(p < 
0.01)、TUG で r = 0.50(p < 0.01)となり、有意な正
の相関関係を認めた。また、SS-5 と片脚立位時
間で r = -0.31(p < 0.05)、膝伸展筋力で r = 











大速度 )、SS-5 を独立変数とした重回帰分析 (ス
テップワイズ法 )を行った結果、独立変数として採
択された変数は SS-5 のみであった。その際の決
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要介護度（名） 要支援 1 6 
        要支援 2 7 
        要介護 1 18 
        要介護 2 12 
        要介護 3 4 
        要介護 4 0 
        要介護 5 0 
握力（kg）：n = 44 16.5±5.5 
片脚立位時間（秒）：n = 45 9.6±13.3 
Functional Reach（cm）：n = 42 23.5±4.6 
膝伸展筋力（N）：n = 46 153.0±63.2 
Timed Up & Go（秒）：n = 47 16.4±7.5 
5m 歩行時間   通常速度（秒）：n = 47 9.5±4.5 
       最大速度（秒）：n = 46 7.4±4.0 
5 回立ち座りテスト：SS-5（秒）：n = 47 18.5±6.8 
老研式活動能力指標（点）：n = 26 8.8±2.9 
注）老研式活動能力指標： n = 26 （男性 6 名、女性 20 名、 
82.1±7.0 歳）  
 
表２ ５回立ち座りテスト（SS-5）と各変数の相関関係（Peason の相関係数）    ＊:p<0.05, **:p<0.01
 







  (n=47) (n=44) (n=42) (n=47) (n=46) (n=47) (n=45) (n=46) (n=26) 
SS-5 
(n=47) 
-0.12 -0.25 -0.04 0.47** 0.46** 0.50** -0.31* -0.53** -0.43**
 SS-5： 5 回立ち座りテスト  FR： Functional Reach  Com5：5m 歩行時間（通常歩行） 
 Max5： 5m 歩行時間（最大速度）  TUG： Timed Up & Go  
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は、ICC = 0.84 から 0.89 と報告されている(中谷
ら ,2002; Lord et al.,2002)。本 研 究 において、
SS-5 の 2 回繰り返し測定による再検査信頼性の




















する要 因 であると報 告 されている (Lomaglio et 
al.,2005)。本研究においても、SS-5 は膝伸展筋
力 とは中 等 度 の相 関 関 係 (r = -0.53) を示 し、
CS-30 や 10 回立ち上がり時間との膝伸展筋力と
の関連を調査した結果(r = 0.44 から 0.60)(中谷












っ た 結 果 、独 立 変 数 と し て 採 択 さ れ た 変 数 は
SS-5 のみであった。立ち上がり動作による評価を
含めた下肢機能能力は、今後の機能低下の予
測 因 子 と し て も 有 用 な 指 標 と な る (Guralnik et 
al.,1995)とされており、本研究の結 果からも、老
研式活動能力指標の説明変数として採択された














用 いても、膝 伸 展 筋 力 との相 関 は高 く、また、
ADL に関連する因子として採用できることからも、









護認定者であり、先行研究(中谷ら,2002; Lord et 
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